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竹

内

力

雄

一　

は
し
が
き

明一
八
七
五（
以
後
、西
暦
略
）

治
八
年
（
以
後
、
明
治
を
略
）、
同
志
社
英
学
校
（
以
後
、
英
学
校
と
略
）
は
当
時
の
教
育
規
則
・「
学
制
」、
に
則
っ
て
開
校

に
漕
着
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
神
学
教
育
を
巡
っ
て
京
都
府
学
務
課
等
の
当
局
の
介
入
や
陰
湿
な
圧
力
に
耐
え
な
が
ら
の
創
業
で

あ
り
、
そ
れ
が
十
年
代
迄
も
（
そ
の
後
も
）
続
い
た
事
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
介
入
や
圧
迫
の
源
と
見
做

さ
れ
る
英
学
校
草
創
期
の
神
学
教
育
を
「
学
制
」
の
規
則
の
面
か
ら
観
て
、
当
局
の
介
入
や
圧
迫
に
つ
い
て
考
察
し
、「
学
制
」
と

「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
と
の
親
近
性
を
提
示
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
こ
の
法
の
第
二
篇
第
十
二
章
の
教
育
条

項
全
一
二
九
条
を
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
と
す
る
事
が
あ
る
。
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三
四

二　
「
学
制
」
大
略

学
校
は
「
…
自み

づ
から

其
身
を
立
て
其し

ん
だ
い産
を
治
め
其と

せ
ひ業
を
昌さ

か
んに

し
て
以
て
其い

つ
し
や
う生を
遂
る
ゆ
ゑ
ん
も
の
…
」（「
学
制
」
前
文
よ
り
。
文
字

は
常
用
体
に
改
め
た
。
以
下
同
様
）、
即
ち
、
立
身
、
治
産
、
昌
業
に
よ
っ
て
人
生
を
豊
か
に
過
さ
ん
と
す
る
に
は
学
校
が
必
須
で

あ
る
、
と
し
「
自い

ま
か
ら
の
ち

今
以
後
…
一い

ち

般ど
う

の
人
民
他ほ

か
の
こ
と事
を
抛す

て
を
きち
自
ら
奮は

げ
み
て
必
ず
学

が
く
も
んに
従

よ
り
し
た
が
い
事
せ
し
む
べ
き
様
心
得
べ
き
事
」、
で
こ
の
前
文

（
序
文
、
か
っ
て
は
被
仰
出
書
）、
は
終
っ
て
い
る
。

右
の
前
文
は
五
年
八
月
二
日
、
太
政
官
よ
り
第
二
百
十
四
号
を
以
て
「
学
制
」（
第
一
章

－

第
百
九
章
迄
）
と
共※

に
布
告
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
但
し
、
前
文
も
「
学
制
」
も
文
書
末
の
日
付
は
「
明
治
五
年
壬
申
七
月
」（
裁
可
と
布
告
迄
の
時
間
差
）
と
あ
り
、

「
学
制
」
の
方
は
「
文
部
省
規
則
」
と
も
称
さ
れ
た
（
前
文
よ
り
）。
五
年
八
月
三
日
さ
ら
に
、
文
部
省
布
達
第
十
四
号
を
以
て
周
知

徹
底
を
図
っ
た
、
と
し
て
お
く
。

「
学
制
」
は
「
大
中
小
学
区
ノ
事
」（
第
一

－

第
十
九
章
迄
）「
○
学
校
ノ
事
」（
第
二
十
章
）「
○
小
学
」（
第
二
十
一

－

第
二
十
八
章

迄
）「
○
中
学
」（
第
二
十
九

－
三
十
九
章
迄
）「
○
教
員
ノ
事
」（
第
四
十
章

－

第
四
十
七
章
迄
）「
生
徒
及
試
業
ノ
事
」（
第
四
十
八

－

第
五
十
七
章
迄
）「
海
外
留
学
生
規
則
ノ
事
」（
第
五
十
八

－

第
八
十
八
章
迄
）「
○
学
費
ノ
事
」（
第
八
十
九

－

第
百
九
章
＝
「
学

制
」
終
章
迄
）、
か
ら
成
り
、
先
述
の
如
く
「
明
治
五
年
壬
申
七
月　
　

文
部
省
」
で
括
ら
れ
て
い
る
。

※
「
学
制
」
の
布
達
は
翌
八
月
三
日
と
す
る
説
も
あ
る
が
本
稿
で
は
八
月
二
日
、
と
す
る
。
詳
細
は
竹
中
暉て

る

雄お

『
明
治
五
年
「
学

制
」
―
通
説
の
再
検
討
―
』（
二
〇
一
三
年
一
月　

㏍
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
第
一
章
参
照
。

さ
ん
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三
五

第
九
十
九
章
は
、
府
県
に
委
托
し
て
学
区
へ
の
国
の
補
助
金
の
額
を
定
め
る
章
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
金
額
未
決
定
の
故
、

金
額
部
分
は
六
カ
所
、
黒
刷
に
な
っ
て
い
る
（
六
年
一
月
八
日
文
部
省
布
達
第
一
号
に
て
、
一
万
人
に

九
十
円
、
一
人
当
た
り
九
厘
と
な
っ
た
。
現
在
の
百
円
弱
）。

六
年
三
月
十
八
日
、「
学
制
二
編
」
が
文
部
省
布
達
第
三
十
号
に
よ
っ
て
学
制
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
学
制
」
中
の
「
海
外
留
学

生
規
則
ノ
事
」（
第
五
十
八

－

第
八
十
八
章
迄
）、
を
改
・
補
・
精
・
加
記
し
た
「
海
外
留
学
生
規
則
」（
第
百
十

－

第
百
五
十
三
章

迄
）
と
「
神
官
僧
侶
学
校
ノ
事
」（
第
百
五
十
四

－

第
百
五
十
八
章
迄
。
詳
細
後
述
）、
と
「
学
科
卒
業
證
書
ノ
事
」（
第
百
五
十
九

章
）、
か
ら
成
っ
て
い
る
。

六
年
四
月
十
七
日
、
文
部
省
布
達
第
五
十
一
号
に
よ
っ
て
学
制
追
加
と
し
て
「
貸
費
生
規
則
」
頒
布
が
な
さ
れ
た
（
第
百
六
十

－

第

百
八
十
八
章
迄
）。
但
、「
貸
費
生
規
則
」
は
第
百
七
十
六
章
迄
で
、
第
百
七
十
七
章
は
官
立
中
・
小
学
校
設
立
の
規
則
、
第
百
七
十

八
章
は
公
金
に
よ
っ
て
設
立
或
い
は
、
公
金
の
扶
助
の
あ
る
学
校
で
、
私
費
が
半
ば
を
過
ぎ
て
い
て
も
公
学
と
称
す
べ
き
、
と
す
る

規
則
で
あ
る
。
第
百
七
十
九
章
は
第
四
十
三
章
で
の
私
立
学
校
等
設
立
願
の
書
式
に
つ
い
て
で
あ
り
、
新
ら
た
に
願
書
を
「
督
学
局

ニ
伺
出
テ
同
局
𢮦
査
ノ
上
聞
届
ケ
之
ヲ
本
省
ニ
開
申
ス
ル
ヲ
法
ト
ス
」
が
加
え
ら
れ
た
。
次
章
は
、
地
方
官
は
管
内
の
学
校
数
や
教

員
数
を
表
に
し
て
毎
年
三
月
中
に
提
出
の
事
、
と
す
る
規
則
。
さ
ら
に
、
次
の
第
百
八
十
二
章

－

第
百
八
十
八
章
＝
学
制
追
加
終
章

迄
、
は
学
士
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
。
こ
れ
を
提
示
し
た
の
は
「
貸
費
生
規
則
」
と
標
題
し
な
が
ら
、
標
題
と
は
異
る
規
則
も
紛
れ

込
ん
で
い
る
例
と
し
て
敢
え
て
挙
げ
て
お
い
た
。
如
何
に
「
学
制
」
全
体
が
充
分
に
練
ら
れ
ず
倉
惶
に
作
成
さ
れ
た
事
の
証
左
、
と

い
え
る
（
後
述
）。

六
年
四
月
二
十
八
日
、
文
部
省
布
達
第
五
十
七
号
に
よ
っ
て
「
学
制
二
編
追
加
」
が
な
さ
れ
て
い
る
（
第
百
八
十
九

－

第
二
百
十
三

章
＝
終
章
迄
）。
こ
の
「
…
追
加
」
は
大
略
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
の
規
則
で
あ
る
。
即
ち
、「
○
外
国
語
学
校
」「
○
獣
医
学
校
」

「
○
商
業
学
校
」「
○
農
業
学
校
」「
○
工
業
学
校
」「
○
鉱
山
学
校
」「
○
諸
芸
学
校
」「
○
理
学
校
」「
○
医
学
校
」「
○
法
学
校
」
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三
六

（
第
二
百
七
章
迄
）。
第
二
百
八

－

第
二
百
十
三
章
迄
は
、
外
国
語
学
校
か
ら
他
の
専
門
学
校
に
転
じ
た
時
の
取
扱
、
専
門
学
校
卒
業

生
に
も
大
学
卒
業
者
同
様
に
学
士
の
称
号
を
与
え
る
事
や
、
小
学
入
学
は
種
痘
或
は
、
天
然
痘
に
罹
っ
た
者
以
外
は
不
可
、
と
い
っ

た
雑
多
な
規
則
で
あ
る
。

以
上
が
「
学
制
」（
全
体
）
の
大
略
で
あ
る
（
広
義
の
「
学
制
」。
五
年
八
月
二
日
布
告
の
「
学
制
」
を
狭
義
に
い
う
場
合
も
あ

る
）。「
学
制
」
全
体
は
、
最
初
の
布
告
直
後
の
五
年
八
月
十
五
日
か
ら
「
教
育
令
」（
十
二
年
九
月
二
十
九
日
公
布
）
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
る
迄
は
勿
論
、
そ
の
後
の
十
二
年
十
一
月
十
日
迄
の
間
、
改
変
（
削
除
を
含
む
）
さ
れ
続
け
（
略
、
六
十
回
）、「
学
制
」
全

体
の
確
定
し
た
姿
は
仲
々
見
え
て
こ
な
い
（
竹
中
pp.

436
－

470
に
「
資
料
②　

各
種
修
正
変
更
後
の
「
学
制
」
条
文
」
な
る
労
作
が
あ

る
。
又
、『
明
治

以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
pp.

361
－

391
参
照
。
こ
の
文
献
は
以
後
、「
発
達
史
」
と
略
）。

学
制
取
調
掛
十
二
名
が
任
命
さ
れ
た
の
は
四
年
十
二
月
二
・
三
日
の
事
で
（
大
久
保
利
謙
編
『
明
治
文
化
叢
書
第
八
巻

教
育
編
』
p.

23　

昭

和
三
十
六
年　

風
間
書
房
）、「
学
制
」
成
案
が
完
成
し
た
の
は
五
年
二
月
末
乃
至
三
月
上
旬
、
と
さ
れ
て
い
る
（
井
上
久
雄
「
学
制

成
立
過
程
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
p.
22
『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
部
第
八
号　

一
九
六
〇
年
）。
こ
の
事
か
ら
も
先
述

の
如
く
、
三
ヶ
月
程
の
倉
卒
の
際あ

い
だに

「
学
制
」
成
案
が
完
成
し
た
か
が
判
る
。
修
正
に
修
正
を
重
ね
る
所
以
で
は
あ
る
。
但
、「
学

制
二
編
」
の
、「
神
官
僧
侶
学
校
ノ
事
」（
第
百
五
十
四

－

第
百
五
十
八
章
迄
）
の
全
条
項
（
章
）
削
除
は
、
右
の
如
き
諸
規
則
（
法
）

の
不
整
合
や
不
備
か
ら
の
削
除
で
は
な
く
、
近
代
国
家
に
於
け
る
教
育
・
宗
教（

派
）の

分
離
の
大
原
則
条
項
の
削
除
に
至
っ
た
の
は
後
述

の
如
く
、
別
の
思
惑
が
働
い
て
の
事
の
よ
う
で
あ
る
（
基
督
教
伝
道
師
等
の
養
成
学
校
設
立
を
暗
に
、
阻
む
為
か
）。

な
お
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
当
初
の
「
八
大
学
区
」
が
「
七
大
学
区
」
と
修
正
さ
れ
た
の
は
六
年
四
月
十
日
、
文
部
省
布
達
第
四

十
二
号
に
よ
っ
て
で
あ
る
事
を
付
記
し
て
お
く
。
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治
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―

三
七

三　
「
学
制
」
と
同
志
社
英
学
校

「
学
制
二
編
」
の
、「
神
官
僧
侶
学
校
ノ
事
」（
第
百
五
十
四

－
第
百
五
十
八
章
迄
）
は
、
当
初
、
こ
の
諸
学
校
が
一
般
の
生
徒
を

受
け
入
れ
て
教
育
す
る
場
合
、
国
民
に
共
通
知
識
を
、
と
い
う
事
で
「
学
制
」
の
教
則
に
準
拠
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
宗
派
の
授
業
（
講

説
）
の
為
に
学
科
時
間
を
減
ず
る
の
は
週
（
当
時
は
四
日
制
）
に
二
時
間
以
内
、
と
さ
れ
て
い
た
（
但
　
宗
教
人
養
成
を
専
ら
と
す

る
学
校
で
は
、
こ
の
限
度
な
し
）。
文
部
省
布
達
第
七
十
一
号
に
て
六
年
五
月
十
四
日
に
は
、
宗
教
の
教
説
の
時
間
は
学
科
授
業
の

時
間
外
、
と
な
り
、
か
か
る
学
校
へ
の
官
金
の
扶
助
は
御
法
度
、
と
さ
れ
、
こ
の
学
校
に
学
ん
で
い
て
尋
常
の
小
学
校
に
出
席
せ
ざ

る
児
童
は
小
学
校
不
就
学
、
と
規
定
さ
れ
た
。
か
く
し
て
先
述
の
如
く
、
文
部
省
布
達
第
百
二
十
二
号
に
て
六
年
九
月
十
五
日
、

「
神
官
僧
侶
学
校
ノ
事
」
の
条
項
（
章
）
が
全
文
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
教
育
・
宗
教
の
分
離
（
非
宗
教
性laicité.

W
eltlichkeit.secularism

.

）
と
い
う
近
代
教
育
観
条
項
（
章
）
の
削
除
（
前
述
）
は
基
督
教
へ
の
対
策
か
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る

（『
発
達
史
』
第
一
巻
p.

391
。
在
来
の
、
宗
教
者
育
成
施
設
に
は

何
の
影
響
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
）。

「
学
制
」
は
十
二
年
九
月
二
十
九
日
公
布
の
「
教
育
令
」
迄
は
国
の
教
育
規
則
と
し
て
効
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、（「
学

制
期
）、
基
督
教
の
場
合
の
伝
道
師
或
は
、
宣
教
師
養
成
を
目
的
と
す
る
官
許
学
校
の
設
立
は
「
学
制
」
に
規
定
無
く
（
十
二
年
の

「
教
育
令
」
で
は
各
種
学
校
）、
明
治
初
期
に
起
源
を
有
す
る
と
さ
れ
る
基
督
教
主
義
学
校
（
明
治
学
院　

青
山
学
院　

立
教
学
院　

神
戸
女
学
院
等
）、
は
「
学
制
」
に
拘
束
さ
れ
な
い
施
設
や
形
で
の
英
語
塾
や
教
会
附
属
の
学
舎
と
し
て
出
発
し
て
い
る
。

英
学
校
は
「
学
制
」
上
の
私
学（

塾
）と

し
て
出
発
し
て
い
る
（
前
述
）。
こ
れ
が
後
の
教
育
当
局
か
ら
の
圧
迫
や
外
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ドA

m
ericanBoardofCom

m
issionersforForeignM

ission=A
BCFM

=

米
国
海
外
伝
道
委（

会
社
）

員
会
、
と
の
、
英
学
校

の
内
実
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
と
な
る
。
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三
八

「
学
制
」
期
、
私
学
（
私
塾　

家
塾
）
を
開
か
ん
と
す
る
者
は
属（

族
）

籍
（
士
族　

平
民
等
の
別
）、
住
所
、
事
歴
（
履
歴　

学
歴
）、

学
校
位
置
、
教
則
等
を
詳
記
し
「
学
区
取
締
ニ
出
シ
地
方
官
ヲ
経
テ
督
学
局
ニ
出
ス
ヘ
シ
」
と
な
っ
て
い
た
（「
学
制
」
第
四
十
三

章
）。
そ
の
後
、
学
制
追
加
の
、（「
学
制
二
編
」）
第
百
七
十
九
章
で
は
「
学
区
取
締
ヲ
経
テ
其
管
轄
庁
ヘ
差
出
シ
之
ヲ
督
学
局
ニ
伺

出
テ
同
局
𢮦
査
ノ
上
聞
届
ケ
之
ヲ
本
省
ニ
開
申
ス
ヘ
シ
但
督
学
局
未
タ
備
ハ
ラ
サ
ル
区

内
ハ
本
省
ヘ
直
ニ
伺
出
ス
ヘ
シ
」
と
後
半
部
の
文
言
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
い

る
。
英
学
校
開
業
願
時
、
京
都
府
は
「
七
大
学
区
」
制
の
第
三
大
学
区
に
属
し
、
大
学
本
部
は
大
阪
府
に
置
か
れ
て
い
た
。
本
来
、

各
大
学
区
に
置
か
れ
る
筈
の
督
学
局
は
第
一
大
学
区
に
置
か
れ
た
の
み
で
（
五
年
十
月
。
東
京
）、
こ
れ
も
六
年
一
月
、
文
部
省
に

移
り
、
結
局
、
他
の
大
学
区
に
は
置
か
れ
ず
、
各
大
学
区
合
併
督
学
局
が
設
け
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
（
文
部
省
内
。
六
年
七
月
）。

こ
れ
も
七
年
四
月
文
部
省
の
外
局
と
な
り
、
十
年
一
月
に
は
督
学
局
は
廃
止
、
と
な
っ
て
い
る
。
英
学
校
開
業
の
可
否
を
決
め
た
の

は
、
こ
の
外
局
と
し
て
の
督
学
局
で
あ
る
。

英
学
校
（「
学
制
」
の
中
学
相
応
）、
は
「
私
塾
開
業
願
」
を
、
新
島
襄
（
以
後
、
新
島
と
略
）
を
開
校
時
、
只
一
人
で
支
え
た
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
派
遣
の
宣
教
師
・
デ
ヴ
ィ
スJerom

eD
eanD

avis,1833–1910.

と
新
島
、
二
人
の
履
歴
、
学
科
（
略
、「
学

制
」
の
下
等
＝
十
四
歳
よ
り
三
年
間
、
上
等
＝
十
七
歳
よ
り
三
年
間
の
中
学
の
教
科
に
準
じ
て
い
る
）、
教
則
（
修
学
は
五
年
等
の

事
）、
塾
則
＝
校
則
（
入
寮
生
は
月
三
円
、
通
学
生
は
月
五
十
銭
等
）
を
記
し
、
新
島
（
襄
）、
山
本
覚
馬
連
名
（
結
社
人
）
で
、
八

年
八
月
二
十
三
日
に
京
都
府
へ
提
出
し
て
い
る
。
同
年
九
月
四
日
、
許
可
と
な
り
「
官
許
同
志
社
英
学
校
」
の
看
板
を
丸
太
町
寺
町

上
ル
、
に
あ
っ
た
旧
高
松
保
実
邸
内
の
仮
校
舎
に
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
掲
げ
て
授
業
を
始
め
て
い
る
（
同
志
社
創
立
記
念
日
）。

当
初
、
開
業
願
の
学
科
に
「
聖
経
（
聖
書
）」
と
し
て
あ
っ
た
が
、「
学
制
」
で
の
中
学
は
「
小
学
ヲ
経
タ
ル
生
徒
ニ
普
通
ノ
学
科
ヲ

教
ル
所
ナ
リ
…
」
と
あ
り
、
我
国
で
は
「
聖
経
」
は
「
普
通
ノ
学
科
」
と
は
見
做
さ
れ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
部
省
の
許
可
は
無
く
、

「
修
身
学
」
と
し
て
（
さ
せ
ら
れ
て
？
）、
許
可
、
と
な
っ
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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三
九

こ
の
外
と
内
実
の
違
い
が
其
後
の

問
題
発
生
の
始
ま
り
で
あ
る
。
デ

ヴ
ィ
ス
の
思
い
、
新
島
畢
生
の
思
い

は
自※

１

派
の
基
督
教
を
日
本
に
弘
布
す

る
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
九
年
九
月
の
今
出
川
校
地
へ

移
転
後
、「
聖
経
」
の
授
業
を
学
外

の
「
三
十
番
教
室
」
で
行
な
う
事
に

よ
っ
て
外
は
「
学
制
」
上
の
私
立
の

英
学
校
と
し
て
存
立
は
し
得
た
が
、

内
実
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の

「
伝
道
師
養
成
学
校T

raining

School

」
と
両
者
共
、
認
識
し
て
い
た
事
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
八
年
十
一
月
二
十
九
日
の
英
学
校
開
校
式
に
臨
ん
だ
八
名
の
最

初
の
入
学
生
の
一
人
・
本
間
重し

げ

慶の
り

（
安一

八
五
六

政
三

－

昭一
九
三
三

和
八
年　

牧
師
＝
平
安
教
会
等
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
で
も
活
躍
）
へ
の
、
右
の
卒
業

證
明
書
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
間
は
デ
ヴ
ィ
ス
が
四
年
十
一
月
来
日
、
神
戸
近
辺
で
伝
道
中
の
、
い
わ
ば
教
え
子
的
存
在
、

英
学
校
開
校
に
協
力
す
る
デ
ヴ
ィ
ス
に
従
っ
て
京
都
に
移
り
住
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

こ
の
證※

２

明
書
の
日
付
は
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
明一

八

七

八

治
十
一
年
八
月
の
段
階
で
は
、
神
学
科
と
見
做
さ
れ
て
い
る
「
余※

３

科
」
設
立

か
ら
二
年
で
あ
る
。「
余
科
」
と
は
、
熊
本
洋
学
校
で
「
学
制
」
の
中
学
レ
ベ
ル
の
科
目
を
全
て
、
英
語
で
修
了
し
た
生
徒
の
多
く

KiyotoAug. ９th1878
ThiscertifiesthatMr.
HonmaShigenorihasbeen
connectedwiththeTraining
SchoolofourMissionin
Kiyotoforthreeyears
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theTheologicalDepartment
ofsaidschool.
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四
〇

が
英
学
校
へ
来
て
か
ら
彼
等
の
修
学
（
神
学
）
の
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ス
（
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
、
で
あ
る
。
九
年
九
月
創

設
）、
で
、
彼
等
（
熊
本
バ
ン
ド
）
は
三
年
間
の
神
学
教
育
を
了
え
て
十
二
年
六
月
十
二
日
、
英
学
校
第
一
回
卒
業
生
（
余
科課

、
十

五
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

熊
本
洋
学
校
出
身
で
は
な
い
本
間
は
英
学
校
に
三
年
間
在
籍
の
み
で
、
英
学
校
入
学
当
時
か
ら
神
学
教
育
を
受
け
て
い
た
か
或
は
、

デ
ヴ
ィ
ス
に
従
っ
て
京
都
に
移
る
前
、
彼
に
師
事
し
て
基
督
教
へ
の
理
解
を
深
め
研
鑽
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
事
を
加
え
て
、
伝
道

師
、
牧
師
の
資
格
は
略
（nearly

）
充
た
し
て
い
る
、
と
デ
ヴ
ィ
ス
が
特
別
に
証
明
し
た
と
い
え
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が

T
rainingSchool

と
し
て
い
る
学
校
の
、
ボ
ー
ド
派
遣
の
宣
教
師
の
証
明
書
で
あ
る
。
本
間
は
こ
れ
で
ボ
ー
ド
設
立
の
教
会
の
牧

師
た
り
得
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
英
学
校
設
立
の
認
可
条
件
を
守
っ
て
い
な
い
、
と
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
が
、
先
述
「
神
官
僧
侶
学
校
ノ
事
」
が
全
削
除
さ

れ
た
と
い
う
事
で
宗
教
々
育
の
授
業
に
つ
い
て
の
諸
制
限
は
無
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、「
中
学
」
相
当
の
私
立
学
校
に
於
て
「
学
制
」

の
規
定
す
る
「
普
通
ノ
学
科
」（
第
二
十
九
章
）
を
設
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
学
科
（
聖
書
講
読
等
）
を
教
え
て

は
な
ら
な
い
、
と
す
る
規
則
は
ど
こ
に
も
無
い
の
で
あ
る
。
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
＝
や
が
て
教
育
の
根
本
理
念
は
「
教
育
勅

語
」
と
な
り
、
国
教
は
天
皇
絶
対
教
（
現あ

ら

人ひ
と

神が
み

）
と
な
る
＝
、
が
仏
教
側
の
思
惑
や
動
き
と
相
俟
っ
て
、
基
督
教
に
対
す
る
排
除
の

論
理
と
な
り
、
英
学
校
も
、
い
わ
ば
法
的
根
拠
の
な
い
当
局
の
介
入
や
陰
湿
な
圧
力
を
蒙
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
（「
聖
経
」
→

修
身
学
。
後
、
聖
書
の
講
読
等
は
学
外
＝
「
三

※
３
参
照十

番
教
室
」。
度
々
の
「
視
察
」）。

右
の
本
間
の
卒
業
證
明
書
に
関
し
て
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
は
「
草
創
期
の
神
学
教
育
を
物
語
る
貴
重
な
証
書
」
と
、
価

値
判
断
せ
ず
に
淡
々
と
記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
同
書
pp.

101

－

102
。
竹
中
正
夫
神
学
部
教
授
執
筆
）。
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四
一

※
１　

新
島
に
と
っ
て
、
基
督
教
主
義
の
学
校
と
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
よ
る
自
派
の
基
督
教
（
会
衆
派Congregational

Church
）、
布
教
の
た
め
の
教
会
に
必
要
な
教
育
機
関
の
教
師
と
伝
道
師
の
養
成
所
、
と
す
る
概
念
（
思
念
？
）
の
進
化
（
拡
大
？
）

し
た
も
の
の
謂
で
あ
る
、
と
い
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
（
先
述
『
同
志
社
百
年
史
』
p.

21
。
オ
ー
テ
ィ
ス
・
ケ
ー
リ
文
学
部
教
授

執
筆
）。

※
２　
『
同
志
社
五
十
年
史
』
p.

225
（
昭
和
五
年
）
は
以
下
の
如
く
記
し
て
い
る
（
先
掲　

手
書
き
卒
業
證
書
は
本
書
グ
ラ
ビ
ア
）。

本
間
氏
書
簡
に
よ
れ
ば
デ
ビ
ス
博
士
は
…
『
之
は
本
校
に
於
け
る
卒
業
證
書
に
し
て
、
新
島
先
生
と
合
議
の
上
自
分
が
本
校
を
代

表
し
て
拙
者
名
儀
で
自
書
し
た
る
も
の
で
、
今
日
之
を
渡
し
置
く
。』
と
、
又
一
両
日
後
に
本
間
氏
は
新
島
先
生
宅
へ
呼
ば
れ
て
、

『
此
の
度
君
が
本
校
を
出
で
ら
る
ゝ
に
当
り
デ
ビ
ス
先
生
と
協
議
の
上
卒
業
證
書
を
渡
し
置
く
事
に
定
め
た
る
も
、
本
校
は
君
も

承
知
の
如
く
今
日
公
辺
へ
は
単
に
同
志
社
英
学
校
と
の
届
出
に
成
り
居
れ
ば
、
公
然
基
督
教
に
係
は
る
神
学
科
の
卒
業
と
し
て
取

扱
ふ
事
能
は
ず
、
乍
遺
憾
粗
略
な
れ
ど
も
や
む
を
得
ざ
る
場
合
な
れ
ば
兎
も
角
デ
ビ
ス
先
生
よ
り
之
を
受
け
ら
れ
よ
』
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。（
筆
者
註
、
本
間
重
慶
は
英
学
校
に
三
年
間
し
か
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
本
科
・
余
科
と
も
正
規
に
履
修
し
終

え
た
、
と
は
い
え
ず
、
こ
の
證
明
書
は
正
式
な
卒
業
證
書
た
り
得
な
い
。
本
書
で
は
「
修
学
證
書
」
と
記
す
）。

デ
ヴ
ィ
ス
、
新
島
両
者
共
、
英
学
校
＝T

rainingSchool

な
る
事
を
認
識
し
て
い
た
事
が
判
る
。

※
３　

英
学
校
は
先
述
の
仮
校
舎
か
ら
相
国
寺
門
前
町
の
新
校
地
（
今
出
川
校
地
の
中
心
部
）
に
移
る
事
に
な
る
。
即
ち
、
木
造
二

階
建
校
舎
二
棟
が
九
年
九
月
三
日
竣
工
、
同
九
月
十
八
日
に
献（

捧
）堂

式
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
寮
、
第
二
寮
と
呼
称
。
前
者
は
現
・
ク

ラ
ー
ク
記
念
館
（
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
献
堂
式
）、
の
南
側
辺
で
寮
と
し
て
使
用
。
後
者
は
、
前
者
よ
り
北
に
少
し
離
れ
て
い

て
、
二
階
は
寮
、
一
階
は
教
室
や
礼
拝
室
等
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
階
礼
拝
室
で
新
島
の
「
自
責
の
杖
」
事
件
が
あ
っ
た
（
十
三
年
四
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―

四
二

月
十
三
日
。
現
在
は
田
辺
校
地
に
移
築
保
存
）。

こ
の
新
校
舎
竣
工
の
前
七
月
頃
、
先
述
の
熊
本
バ
ン
ド
（
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
生
徒
達
が
英
学
校
に
や
っ
て
来
る
が
、
そ

の
中
の
或
る
者
の
知
力
は
教
師
を
凌
ぐ
程
と
い
わ
れ
、
下
級
生
の
助
教
と
な
っ
て
初
期
同
志
社
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
校
風
を
確
立

し
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
等
の
修
学
研
鑽
の
場
は
英
学
科
（
本
科
）
に
は
無
く
「
余
科
」
を
設
け
て
基
督
教
神
学
を
学

ぶ
場
と
す
る
。
そ
の
修
学
期
間
は
先
述
の
如
く
、
三
年
間
で
あ
っ
た
。「
余
科
」
は
当
局
の
認
可
を
受
け
た
課
程
で
は
な
い
が
、
認

可
は
全
く
不
要
で
あ
る
。「
学
制
」
中
学
相
等
の
科
目
を
課
程
と
し
て
い
る
事
で
英
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
以
外
の
科
目
を
教
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
規
則
は
「
学
制
」
に
は
無
い
か
ら
で
あ
る
（
既
述
）。

他
方
、
仏
教
界
で
の
僧
侶
養
成
は
神
官
の
養
成
共
々
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
だ
が
、
各
宗
派
の
学
林
、
学
寮
で
従
来
か
ら
行
な
わ

れ
て
い
て
「
学
制
」
に
基
く
養
成
学
校
は
不
必
要
で
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
に
夫
々
、
大
学
林
、
中
学
林
を
設
け
て
養
成
し
、
其
後
、

二
十
年
代
前
か
ら
明
治
の
終
り
頃
迄
の
「
学
校
令
」
時
代
に
教
育
需
要
の
増
大
と
相
俟
っ
て
「
学
林
」
→
「
学
校
」
と
し
て
、
一
般

人
も
受
入
れ
て
、
私
立
中
学
、
私
立
専
門
学
校
、
私
立
大
学
と
成
っ
て
僧
侶
の
養
成
も
行
な
っ
て
い
る
（
小
・
中
・
師
範
学
校
令

は
一
九
年
四
月
公
布

）。

一
方
、
神
職
の
方
は
大
社
等
で
先
輩
神
職
に
つ
い
て
国
学
等
の
研
鑽
と
必
要
な
所
作
を
習
得
し
て
神
職
と
成
っ
て
い
た
が
、
十
五

年
、
各
地
の
神
職
団
体
が
連
合
し
て
東
京
に
皇
典
講
究
所
（
後
、
國
學
院
大
學
）
を
設
立
し
て
、
神
官
に
対
す
る
試
験
や
神
官
養
成

を
行
な
っ
て
い
る
。
又
、
神
宮
神
官
の
方
は
神
宮
教
院
の
中
に
六
年
、
神
宮
本
教
館
を
設
け
、
皇
学
教
育
を
中
心
に
し
た
研
鑽
、
神

宮
神
官
の
養
成
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
十
五
年
、
皇
学
館
に
発
展
し
て
い
る
。
三
十
年
に
は
内
務
省
所
管
の
専
門
学
校
レ
ベ
ル
の
官

立
学
校
と
な
り
、
昭
和
十
五
年
に
は
、
神
宮
皇
學
館
大
学
と
な
り
、
敗
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
廃
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
五
年
、
皇

學
館
大
學
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
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―

四
三

四　
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」（
教
育
条
項
）

一
通
の
書
簡
を
提
示
す
る
。
五
年
と
推
定
し
て
誤
り
の
無
い
内
容
で
あ
る
。
時
の
文
部
卿
・
大
木
喬た

か

任と
う

宛
、
省
内
吏
員
・
辻
新
次

（
天一

八

四

二

保
十
三

－

大一
九
一
五

正
四
年
。
明
治
文
教
の
確
立
者
。
当
時
、
学
制
取
調
掛
。
初
代
文
部
次
官
＝
十
九
年
三
月

－

二
十
五
年
十
月
迄
。

辻
の
文
部
か
文
部
の
辻
か
、
と
称
さ
れ
た
）、
の
書
簡
で
あ
る
。

拝
呈
過
刻
参
省
之
節
御
示
し
被
成
候
府
下
私
塾
生
試
業
ニ
付
南
校
生
徒
学
力
ニ
比
較
い
多
し
候
儀
兼
而
申
上
候
通
り
英
一
二
三
ノ

部
已
上
仏
一
二
ノ
部
独
乙
一
ノ
部
已
上
之
者
ヘ
公
費
御
与
相
成
候
事
ニ
て
可
然
奉
存
候
尤
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
へ
も
相
談
候
所
同
論
ニ

御
座
候
（
中
略
。
以
下
の
文
言
が
「
学
制
」
に
と
っ
て
注
目
さ
れ
る
）
別
冊
普
魯
西
国
教
育

9

9

9

9

9

9

9

9

訳
出
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
氏
ゟよ

り

申
越
候
間

御
覧
ニ
入
申
候
御
落
掌
奉
願
候
是
又
過
刻
申
上
候
先
日
さ
し
出
候
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ヤ
教
則

9

9

9

9

9

9

9

9

一
時
御
下
ヶ
被
下
度
奉
願
候
右
申
上
度

如
此
御
座
候
恐
々
拝
白

二
月
廿
七
日

新
次
拝

大
木
卿
様閣

下



（「
大
木
喬
任
文
書
」
書
簡
之
部　

国
立
国
会
図
書
所
蔵
。
圏
点
筆
者　

以
下
、
同
様
）。

右
、
提
示
は
「
学
制
」
編
成
の
参
酌
資
料
を
具
体
的
に
示
唆
し
て
い
る
、
と
推
量
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

尾
形
裕
康
『
学
制
成
立
史
の
研
究
』（
昭
和
四
十
八
年　

校
倉
書
房
）
は
、
こ
の
書
簡
を
一
部
紹
介
し
「
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
早
く
か
ら



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

四
四

プ
ロ
シ
ャ
の
「
学
制
」
に
つ
い
て
翻
訳
し
、
学
制
起
案
者
は
す
で
に
こ
れ
を
活
用
し
て
い
た
」（
同
書
p.

396
）、
と
し
て
い
る
。
断
定

的
紹
介
で
は
あ
る
が
、
何
を
翻
訳
し
、「
学
制
」
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
、
と
す
る
具
体
性
は
皆
無
で
あ
る
。
又
、「
注
」
で

「
明
治
五
年
」
と
墨
付
の
如
く
記
し
て
い
る
が
原
簡
は
、
年
記
闕
で
あ
る
。
学
制
取
調
掛
が
活
動
し
て
い
た
の
は
四
年
十
二
月

－

五

年
七
月
頃
迄
で
あ
る
か
ら
「
明
治
五
年
」
と
し
て
誤
り
は
な
い
、
と
い
っ
た
「
注
」
も
必
要
と
い
え
る
。

倉
沢
剛
『
学
制
の
研
究
』（
昭
和
四
十
八
年　

講
談
社
）
で
は
「
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
氏
分
申
加

9

9

9

候
間
御
覧
ニ
入
申
候
御
落
掌
奉9

レ

願
候
9

9

」

と
辻
新
次
書
簡
の
翻
刻
を
一
部
紹
介
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
（
但　

圏
点
の
部
分
は
正
確
に
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
分
申
加

9

9

9

で
は

意
が
よ
く
通
じ
な
い
。「
ゟよ

り

申
越
候
」
の
方
が
明
瞭
で
あ
り
、
奉9

レ

願
候
9

9

で
は
レ
点
は
無
い
。
読
み
、
を
判
り
易
く
す
る
為
で
あ
ろ
う

か
）。
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
の
訳
出
書
に
つ
い
て
、「
南
校
で
は
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
外
数
名
が
分
担
し
、
普
魯
西
学
制
を
訳
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
さ
き
に
孛（

プ
）国

文
部
卿
が
送※

１

致
し
た
孛
国
学
校
規
則
書
と
解
し
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
同
書

p.

358
）。
右
の
「
…
規
則
書
」
は
「「
理
事
功
程
巻
之
十
、
独
乙
国
ノ
三
」
…
と
対
照
し
て
考
え
る
と
、
そ
れ
は
恐※

２

ら
く
千
八
百
六
十

七
年
十
二
月
十
七
日
の
布
令
「
孛
国
小
学
校
ノ
定
則
」、
千
八
百
六
十
八
年
十
一
月
十
二
日
の
布
令
「
孛
国
憲
法
ノ
抄
訳
」
な
ど

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
同
書
p.
358
）。
次
い
で
、

「
孛
国
学
制
参
酌
の
跡
」
と
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
、
立
身
、
治
産
、
昌
業
、
に
必
須
な
る
も
の
が
学
校
、
と
す
る
「
学
制
」
前
文

と
は
全
く
違
う
、
大
木
喬
任
の
、
国
の
「
富
強
安
康
」
の
た
め
に
は
人
民
を
文
明
化
す
る
事
が
必
須
で
あ
る
、
そ
の
た
め
の
「
学

制
」
を
発
行
す
る
、
と
の
内
容
の
「
学
制
発
行
ノ
儀
伺
」
を
紹
介
す
る
（
太
政
官
宛
。
五
年
月
日
闕
）。
こ
の
「
伺
書
」
中
に
「
孛

国
王
其
人
民
ヲ
督
励
シ
駆
テ
以
テ
学
ニ
就
カ
シ
ム
ル
ユ
ヘ
ン
ニ
シ
テ
、
彼
已
ニ
不
学
ノ
律
ア
リ
而
シ
テ
其
人
民
之
ヲ
以
テ
刻（

刻
苦
の
事
）

ト
セ
ス
、

文
明
ヲ
勧
ム
ル
ノ
至
ナ
レ
バ
ナ
リ
…
」
を
引
用
し
て
、「
大
木
は
孛
国
の
就
学
強
促
法
（
筆
者
註 Schulpflicht,com

pulsory

attendanceatschool

）
を
理
解
し
て
い
た
の
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、「
…
参
酌
の
跡
」
の
一
つ
と
し
て
い
る
（
同
書
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四
五

p.
359
）。
筆
者
は
後
述
の
「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」
も
理
解
し
て
い
た
結
果
と
し
た
い
。
特
に
「
富
強
安
康
」
は
（
終
章
参
照
）。

※
１　

四
年
一
月
大
学
南
校
が
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
独
語
教
師
と
し
て
招
聘
し
た
ホ
ル
ツ
が
来
日
の
際
、
孛
国
学
校
執
政
（
文
部
大

臣
？
）
が
彼
に
托
し
た
孛
国
学
校
規
則
で
あ
る
。
ホ
ル
ツ
は
六
年
八
月
迄
、
改
称
さ
れ
た
南
校
で
独
語
を
教
え
、
八
年
一
月
か
ら
は

東
京
医
学
校
（
第
一
大
学
区
医
学
校
の
改
称
＝
七
年
五
月
七
日
＝
十
年
四
月
に
東
京
大
学
医
学
部
）、
の
独
語
、
数
学
、
地
理
学
の

教
師
と
な
っ
て
い
る
（『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
一
よ
り
。
ホ
ル
ツCarlBernhardV

iktorH
oltz,1848

－1911.

）。

※
２　

倉
沢
が
推
定
す
る
根
拠
は
大
木
の
「
学
制
発
行
ノ
儀
伺
」
の
中
の
先
述
「
孛
国
王
其
人
民
ヲ
督
励
シ
駆
テ
以
テ
学
ニ
就
カ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ム0

ル
ユ
ヘ
ン
ニ
シ
テ
、
彼
已
ニ
不
学
ノ
律

9

9

9

9

（「
大
木
喬
任
文
書
」
で
は
不
学
ル
ノ
刑

9

9

9

9

9

）
ア
リ
…
」、（
傍
点
は
倉
沢
）、
で
あ
る
。
こ
れ

を
引
用
し
て
「
大
木
は
孛
国
の
就
学
強
促
法
を
理
解
し
て
い
た
の
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（
先
述
）。
確
か
に
、
倉
沢
の
い

う
『
理
事
功
程
』
載
録
の
千
八
百
六
十
七
年
の
「
孛
国
小
学
校
ノ
定
則
」
に
は
、
子
女
を
不
就
学
に
し
て
い
る
父
兄
に
は
罰
金
十
シ

ル
ブ
ル
グ
ロ
ッ
セ
ンSilbergroschen

（
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
。
日
本
の
二
銭
五
厘
位
）
又
は
、
相
当
の
禁
錮
刑
の
罰
、
と
す
る
条

項
が
あ
る
。
又
、
右
「
…
定
則
」
一
年
後
の
千
八
百
六
十
八
年
の
「
孛
国
憲
法
ノ
抄
訳
」
中
に
も
、「
…
定
則
」
と
同
一
内
容
の
規

定
が
あ
る
（
但　
「
グ
ロ
ー
シ
ェ
ン
」
と
あ
り
「
シ
ル
ブ
ル
」
は
略
）。
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
一
八
五
〇
年
の
改
正
欽
定
憲
法
第
二
十

五
条
の
公
立
平
民
学
校
の
無
月
謝Schulgeldfreiheit

は
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
孛
国
小
学
校
規（

ノ
定
則
）則

」
の
訳
稿
が
新
島
遺
品
の
中
に
あ
り
『
新
島
襄
全
集
』
１
pp.

538

－

549
に
載
録
さ
れ
て
い
る
。
第
二
十
一
章

の
訳
出
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
が
『
理
事
功
程
』
で
は
き
ち
ん
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
独
語
の
訳
出
は
知
ら
れ

て
い
る
通
り
新
島
に
は
で
き
な
い
の
で
、
田
中
不
二
麿
の
随
行
で
独
語
能
力
の
あ
る
近
藤
鎮
三
が
訳
出
し
た
原
稿
を
、
新
島
が
訳
出

し
て
い
た
英
文
の
プ
ロ
シ
ア
教
育
に
関
す
る
文
献
と
の
用
語
の
統
一
の
為
に
書
写
し
て
筆
を
入
れ
て
い
た
原
稿
が
新
島
の
手
許
に
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四
六

遺
っ
た
も
の
か
、
と
し
て
お
く
の
が
最
も
納
得
の
い
く
推
量
で
あ
る
。
近
藤
鎮
三
訳
の
未
訳
出
部
分
の
あ
る
草
稿
は
、
帰
朝
後
に
然

る
べ
き
人
に
よ
っ
て
補
訳
さ
れ
『
理
事
功
程
』
に
載
録
さ
れ
た
、
と
し
て
お
く
（
新
島
訳
出
の
有
無
要
検
討
か
）。
先
述
、
ホ
ル
ツ

に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
「
孛
国
教
育
規
則
」
の
中
に
は
、
本
誌
三
十
九
号
拙
論
で
考
察
し
た
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」（
教

育
條
項
）
も
あ
っ
て
、『
理
事
功
程
』
巻
之
十　

独
乙
国
ノ
三
、
の
「
孛
国
教
育
事
務
定
則
」
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
可
能
性
大
、

と
記
し
て
お
く
。
田
中
不
二
麿
一
行
は
当
時
現
行
の
法
規
や
教
育
情
況
の
視
察
に
対
す
る
関
心
の
方
が
大
で
あ
っ
て
当
時
と
し
て
は

前
世
紀
の
法
規
に
迄
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
法
規
の
重
要
な
祖
法
と
し
て
ホ
ル
ツ
に
よ
っ
て
将
来

さ
れ
た
、
と
す
る
所
以
で
あ
る
（
後
考
を
俟
つ
の
み
）。「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」（
教
育
条

項
）
は
「
…
ラ
ン
ト
法
」
と
も
略
記
し
た
。

ホ
ル
ツ
に
つ
い
て
は
「
第
九
十
回　

湘
南
科
学
史
懇
話
会
」（
二
〇
一
八
年
六
月
三
十
日
）
の
、
小
林
健
志
氏
懇
話
の
レ
ジ
ュ
メ
に

依
っ
て
フ
ル
ネ
ー
ム
等
を
知
り
得
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

「
学
制
」
の
編
成
に
影
響
大
で
あ
っ
た
、
と
す
る
建
議
が
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
建
議
で
あ
る
。
こ
の
建
議
に
つ
い
て
は
「
学
制
」
に

関
す
る
殆
ど
の
著
作
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
小
論
で
は
、
そ
の
事
実
の
存
在
を
記
す
る
の
み
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
こ
の
建

議
に
つ
い
て
の
先
駆
的
著
作
・
井
上
久
雄
『
学
制
論
考
』
pp.

335

－

371
（
昭
和
三
十
八
年　

風
間
書
房
）、
御
参
照
。
四
年
七
月
七
日
、

日
本
政
府
の
招
聘
で
二
人
の
ド
イ
ツ
人
医
師
が
来
日
し
て
東
校
（
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
に
て
医
学
を
講
ず
る
。
一
人
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
外
科
（
婦
人
科
、
眼
科
も
担
当
）
の
ミ
ュ
ー
ラ
ーLeopoldBenjam

inC.M
üller,1824–1893.

で
、
日
本
の

近
代
医
学
確
立
の
恩
人
と
さ
れ
、
そ
の
評
伝
も
多
い
。
他
の
一
人
が
内
科
の
ホ
フ
マ
ンT

heodorEduardH
offm

ann,1837–

1894.

で
あ
る
（
井
上
pp.

338

－

358
参
照
）。
な
お
、
井
上
p.

182
の
［
第
二
章
注
］
109
で
先
述
、
辻
新
次
書
簡
が
引
用
さ
れ
「
ド
イ
ツ
の

学
則
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
の
学
則
が
訳
出
さ
れ
…
学
制
の
参
考
に
供
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

四
七

い
る
事
を
記
し
て
お
く
。

先
述
の
辻
書
簡
中
の
「
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ヤ

9

9

9

9

9

9

教
則
」
に
戻
る
（
圏
点
筆
者
）。
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ー
ナ
ー
ド
編
のT

heA
m
erican

Journal of Education. Published Q
uarterly. Edited by H

enry Barnard, LL. D
. V

ol. 3. (N
ational Series). 1870,

H
artford.

中
に
当
時
の
米
国
主
要
都
市
十
一
のSubjectsandCoursesofinstructioninthepublicschool.

の
項
目
が
あ
り

Philadelphia

が
あ
る
。
こ
れ
が
辻
書
簡
中
の
「
…
教
則
」
と
い
え
る
。
バ
ー
ナ
ー
ド
の
教
育
誌
は
見
聞
録
の
類
で
な
く
、
各
国
教

育
法
規
の
英
訳
が
な
さ
れ
、
極
め
て
客
観
的
に
各
国
の
教
育
の
比
較
検
討
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
文
部
省
は
、「
学
制
」
編

成
の
為
の
極
め
て
有
益
な
資
料
を
早
く
か
ら
入
手
し
て
い
た
事
が
判
る
。
田
中
不
二
麿
が
岩
倉
使
節
団
の
文
部
省
理
事
官
と
し
て
、

新
島
の
力
を
藉
り
て
米
国
の
教
育
制
度
資
料
入
手
を
俟
つ
迄
も
な
い
一
面
が
文
部
省
に
は
あ
っ
た
、
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
「
…

教
則
」
が
「
学
制
」
の
中
に
具
体
的
に
如
何
に
反
映
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
後
考
に
委
ね
、
本
小
論
で
は
事
実
を
指
摘
す
る
に
留

め
さ
せ
て
頂
く
。

五　

終
章　

―
「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」
へ
の
過
程
・「
…
ラ
ン
ト
法
」
の
展
開
―

英
学
校
で
の
神
学
教
育
に
つ
い
て
、「
学
制
」
の
、
い
わ
ば
、
法
的
側
面
か
ら
の
考
察
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
結
局
、
同
志
社
側

に
は
「
学
制
」
の
規
則
逸
脱
は
無
く
、
当
局
側
の
思
惑
か
ら
、
規
則
外
の
規
制

9

9

9

9

9

9

を
同
志
社
側
に
押
付
け
ん
と
し
た
（
中
央
か
ら
の
指

示
が
あ
っ
た
に
せ
よ
）、
と
本
小
論
は
結
論
す
る
事
と
な
っ
た
。

英
学
校
・T

rainingSchool

に
つ
い
て
は
、
新
島
と
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
夫
々
路
線
の
重
点
の
置
き
処
が
違
う
、
と
結
論



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

四
八

し
た
。
後
者
は
何
か
遮
ニ
無
ニ
、
基
督
教
者
を
増
や
す
事
、
布
教
に
最
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
か
の
如
く
で
あ
る
（
強
引
に
、
あ
る

宗
教
を
押
付
け
る
事
は
精
神
へ
の
侵
略
行
為
）。
前
者
・
新
島
は
同
じ
基
督
教
者
で
も
志☆

と
教
養
あ
る
基
督
教
者
を
日
本
に
育
て
ん

と
し
て
、
後
者
と
は
基
本
的
に
重
点
の
違
い
が
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
こ
の
違
い
が
、
即
ち
、
新
島
の
同英

学

校
志
社
、
と
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ

T
r

a
i
n

i
n

g

S

c
h

o
o

l

ー
ド
の
同
志
社
、
が
軋
轢
を
生
ん
だ
一
方
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
重
点
と
す
る
処
が
表
に
出
る
と
、
当
時
の
日
本
の
基
督
教

に
対
す
る
警
戒
心
、
疑
念
と
相
俟
っ
て
、
当
局
の
同
志
社
に
対
す
る
不
審
の
醸
成
を
結
果
し
、
逆
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

の
同
志
社
に
対
す
る
不
信
増
幅
、
で
あ
っ
た
。
以
下
、
終
章
の
本
題
に
入
る
（
☆
日
本
を
文
明
化
せ
ん
と
す
る
志
）。

「
学
制
」
の
根
本
的
理
念
は
「
前
文
」
の
謳
い
文
句
の
立
身
、
治
産
、
昌
業
で
は
な
く
、
大
木
喬
任
の
太
政
官
へ
の
「
伺
書
」
の

如
く
（
就
学
強
促
に
よ
る
）
国
家
の
「
富
強
安
康
」（
先
述
）、
が
本
音
で
あ
り
、
六
年
一
月
十
日
の
徴
兵
令
（
国
民
皆
兵
）
に
よ
る

国
家
の
「
軍
事
化
」
と
相
俟
っ
て
天
皇
制
国
家
の
近
代
化
、
同
時
に
絶
対
化
の
両
輪
の
一
つ
と
し
て
「
知
と
心
の
徴
兵
」（
後
述
参

照
）
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
本
質
の
一
部
露
呈
し
た
も
の
が
「
伺
書
」
と
し
て
よ
い
。
但
、「
学
制
」
は
学
校
を
国
家
の
営
造
物
と

迄
は
「
フ☆

ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」（
教
育
条
項
第
一
条
）
の
如
く
は
明
記
し
て
い
な
い
。（
☆A

llgem
einesLandrechtfür

diePreussischenStaaten<01.06.1794>

）。

教
育
の
、
国
に
よ
る
一
元
的
支
配
。
校
舎
、
教
財
、
人
件
費
、
他
の
諸
費
用
を
地
方
負
担
、
人
民
負
担
。
こ
の
制
度
を
集
大
成
し

て
確
立
し
、
時
の
絶
対
王
権
擁
護
の
手
段
と
し
た
と
い
わ
れ
る
「
…
ラ
ン
ト
法
」
編
成
の
時
代
で
も
教
育
を
「
知
と
心
の
徴
兵
」
の

手
段
と
は
し
て
い
な
い
（
そ
う
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
は
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
後
）。

一文

化

四

八
〇
七
年
に
始
ま
る
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
に
よ
っ
て
、
一
八
一
四
年
に
は
徴
兵
法W

ehrgesetz

が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
迄
の
徴
兵



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

四
九

区
制
度K

antonsystem

は
国
民
皆
兵
制
（
一
般
兵
役
義
務
制
）A

llgem
eineW

ehrpflicht

と
な
る
（W

ehrpflicht

＝

D
ienstpflichtigkeit.com

pulsorym
ilitaryservice

）。

教
育
改
革
で
は
、
一
八
〇
六
年
十
月
の
イ
ェ
ナ
・
ア
ウ
ェ
ル
シ
ュ
テ
ッ
トJena-A

uerstedt

の
戦
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
大
敗
し
た

プ
ロ
イ
セ
ン
の
独
乙
魂
の
復
興
が
、
フ
ィ
ヒ
テJohannGottliebFichte,1762

－1814.

の
「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐRedenan

die deutsche N
ation.

」
の
一
八
〇
七

－

八
年
に
亘
っ
て
の
連
続
講
演
、
等
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
や
が
て
、
フ
ン
ボ
ル
トK

arl

W
ilhelm

 von H
um

boldt, 1767–1835.

の
主
導
に
よ
っ
て
教
育
改
革
が
始
ま
り
、
彼
は
新
ら
た
に
設
置
さ
れ
た
、
内
務
省
の
第
三

部
局
（
宗
教
・
教
育
担
当
）、
の
長
に
迎
え
ら
れ
、
在
任
は
短
期
間
（
一
八
〇
九
・
二
・
二

－

一
八
一
〇
・
六
・
一
三
）
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
の
方
向
と
基
礎
を
築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三
部
局
は
一
八
一
七
年
に
は
省

（M
inisterium

dergeistlichen,U
nterrichts-undM

edizinal-A
ngelegenheiten

＝
文
部
省
）
と
格
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

間
、
一
八
〇
八
年
十
一
月
、
市
制
制
定
、
都
市
の
自
治
。
教
育
で
は
市
学
務
委
員
会Schuldeputation.

が
設
け
ら
れ
、
地
方
で
は

一
八
一
二
年
十
一
月
に
は
村
落
小
学
校
管
理
の
た
め
町
村
学
務
委
員
会Schulvorstand

が
設
け
ら
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
初（

基
礎
）等

教
育

発
展
の
基
盤
が
整
う
の
で
あ
る
。
教
育
は
内
務
省
下
に
置
か
れ
、
国
に
よ
る
一
元
的
支
配
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
少
し
振
返
っ

て
み
る
。

即
ち
、
か
っ
て
は
国
家
に
よ
る
国
民
教
育
は
存
在
せ
ず
、
各
宗
教
・
宗
派
が
夫
々
勝
手
に
自
派
の
教
育
を
施
し
て
来
た
の
で
あ
る

が
、
一
七
八
七
年
設
置
の
高
等
学
務
委
員
会

9

9

9O
ber-Schul-K

ollegium
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
全
て
の
学
校
、
教
育
寄
宿
施

設
は
、
こ
の
委
員
会
の
管
理
下
、
教
育
は
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
一
元
的
支
配
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
委
員
会
体
制
は

一
年
半
も
経
た
な
い
う
ち
に
反
啓
蒙
の
反
動
時
代
に
入
り
教
育
の
宗
派
性
の
尊
重
へ
と
逆
戻
り
し
て
し
ま
う
（
い
わ
ゆ
るW

öllner

の
反
動
の
時
代
）。
こ
の
時
代
（FriedrichW

ilhelm
II.

在
位
一
七
八
六

－

九
七
）
に
、
王
の
叔
父
・FriedrichII.derGrosse.



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

五
〇

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
大
王
）
時
代
に
編
纂
が
始
め
ら
れ
た
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
法
典
」
が
完
成
し
て
い
る
（
一
七
九
一
年
）。
こ

れ
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
と
改
称
、
そ
の
教
育
條
項
百
二
十
九
条
＝
第
二
篇
第
十
二
章
＝
が
一

七
九
四
年
二
月
五
日
発
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
プ
ロ
イ
セ
ン
統
一
の
教
育
法
規

9

9

が
出
来
、
学
校
を
国
の
営
造
物
と
し
、

教
育
を
国
の
一
元
的
支
配
下
に
置
き
＝
裁
判
所
に
学
校
の
監
督
と
管
理
の
権
限
、
即
ち
、
国
の
司
法
機
関
を
通
し
て
の
一
元
的
支
配

＝
、
学
校
の
設
置
や
維
持
の
財
政
的
負
担
は
地
方
、
と
し
た
の
が
、
こ
の
「
…
ラ
ン
ト
法
」
の
内
容
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
、
国
の
教
育
行
政
の
方
向
を
決
め
る
委
員
会

9

9

9

と
法
規
9

9

、
を
遺
し
て
、
前
述
普
国
王
・FriedrichW

ilfelm
II.,

1744–97.

（
在
位
一
七
八
六

－

九
七
）、
の
時
代
は
終
る
。W

öllner

の
反
動
の
時
代
も
然
り
で
あ
る
。
次
王
は
先
王
の
男

FriedrichW
ilhelm

III.,1770–1840.

（
在
位
一
七
九
七

－

一
八
四
〇
）、
で
プ
ロ
イ
セ
ン
の
十
九
世
紀
は
こ
の
王
の
下
で
始
ま
る

の
で
あ
る
。
先
述
の
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
の
重
要
な
柱
で
あ
る
教
育
改
革
は
諸
外
国
も
注
目
す
る
処
と
な
る
。
特
に
、
そ
の
国
民
教
育

と
そ
れ
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
師
範
学
校
に
就
い
て
で
あ
る
。
以
上
、
こ
の
国
の
特
質
を
最
も
鋭
く
剔
出
分
析
し
た
「
ク
ー
ザ
ン

報
告
」
に
至
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
歩
み
で
あ
る
。「
…
ラ
ン
ト
法
」（
教
育
条
項
）
は
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
制
度
の

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
と
称
さ
れ
て
い
る
事
を
付
記
し
て
お
く
。

ク
ー
ザ
ンV

ictorCousin,1792–1867.

は
哲
学
者
。
仏
の
七
月
王
政
（
一
八
三
〇

－

四
八
）
時
代
、
初
等
教
育
確
立
・
充
実
の

為
に
、
そ
の
参
考
に
す
べ
く
プ
ロ
イ
セ
ン
の
公
教
育
視
察
に
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
報
告
書
が
「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」（Rapportsur

l’étatdel’instructionpubliquedansquelquespaysdel’A
llem

agneetparticulièrem
entenPrusse.

ド
イ
ツ
の
国
々
、

特
に
プ
ロ
シ
ア
の
公
教
育
に
つ
い
て
の
報
告
）、
で
一
八
三
一
年
六
月
二
十
五
日
付
で
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
公
教
育
・
宗
務
大
臣
モ
ン

タ
リ
ヴ
ェM

ontalivet

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ー
ザ
ン
は
当
時
、
枢
密
顧
問
官
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
報
告
書
で
有
名
と

な
り
一
八
四
〇
年
に
は
文
部
大
臣
に
就
い
て
い
る
。



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

五
一

ク
ー
ザ
ン
は
、
こ
の
報
告
で
強
国
プ
ロ
イ
セ
ン
の
要
め
は
国
民
皆
兵
制D

ienstpflichtigkeit

と
就
学
義
務
制

Schulpflichtigkeit

＝Schulpflicht

に
あ
る
、
と
し
両
者
一
体
9

9

の
も
の
で
、
こ
れ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
を
強
国
た
ら
し
め
て
い
る
、
と

分
析
し
て
い
る
。
就
学
義
務
に
つ
い
て
は
「
知☆

的（
知
と
心
の
兵
役
）

道
徳
的
兵
役
」
と
し
、
徴
兵
義
務
制
と
一
体
9

9

化
し
て
い
る
、
と
強
調
し
て
い
る
。

（
☆
「
教
育
兵
役
」
と
す
る
文
献
も
あ
る
＝
「
世
界
教
育
史
大
系
」
28
『
義
務
教
育
史
』
p.

160　

昭
和
五
十
二
年　

講
談
社
）。
又
、

こ
の
報
告
は
一天

保

四

八
三
三
年
、
仏
国
で
出
版
さ
れ
て
お
り
米
国
で
も
関
心
の
高
さ
か
ら
、
一
八
三
五
年
に
英
訳
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ReportonthestateofpublicinstructioninPrussia,translatedbySarahA
ustin.N

ew
Y

ork;W
iley&

Long,

1835.

で
あ
る
（
筆
者
依
拠
本
）。
英
訳
本
に
よ
れ
ば
「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」
は
四
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
即
ち
、

一　

公
教
育
制
度
全
般
。

二　

初
等
教
育
。

三　

中
等
教
育
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
。

四　

高
等
教
育
、
大
学
。　
　
　

以
上
で
あ
る
。

初
等
教
育
に
つ
い
て
は
、

一　

そ
の
子
女
を
初
等
学
校
に
就
学
さ
せ
る
両
親
の
義
務
。

二　

初
等
学
校
を
自
ら
の
費
用
で
維
持
す
る
の
が
市
町
村Gem

einde

の
義
務
。

三　

様
々
な
段
階
の
初
等
教
育
の
統
括
的
目
標
。

四　

初
等
学
校
教
員
の
育
成
、
配
属
、
昇
進
、
罰
則
。

五　

初
等
教
育
の
統
轄
、
即
ち
、
学
校
を
監
督
す
る
当
局
者
の
統
轄
。

六　

私
立
学
校
。　
　
　

以
上
六
項
目
で
あ
る
。



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

五
二

一
の
両
親
の
義
務
に
つ
い
て
―
国
民
の
法
的
か
つ
、
道
徳
性
全
般
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
一
語
で
の
表
象
は
就
学
義
務

Schulpflichtigkeit

で
あ
る
―
。
こ
れ
は
、
人
々
を
同
一
の
型
に
嵌
め
、
そ
れ
を
正
当
と
し
て
い
る
（
先
述
、
大
木
喬
任
の
「
伺

書
」
の
「
刻
ト
セ
ス
」）。
他
の
表
象
言
語
・
徴
兵
義
務D

ienstpflichtigkeit

と
、
一
体
9

9

で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家

の
性
格
そ
の
も
の
で
あ
る
。
国
民
と
し
て
の
独
自
性
、
国
力
の
源
泉
、
将
来
発
展
の
核
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

右
の
如
く
ク
ー
ザ
ン
は
分
析
し
て
報
告
す
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
諸
法
の
集大

憲

章
大
成
と
も
い
え
る
「
…
ラ
ン
ト

法
」（
教
育
条
項
）
の
骨
格
・
理
念
が
一
八
三
〇
年
時
点
に
於
い
て
も
引
継
が
れ
強
固
と
な
り
他
国
の
注
目
す
る
処
と
な
っ
て
い
た

か
、
が
判
る
。
且
、
日
本
の
「
学
制
」
の
目
指
し
た
も
の
と
骨
格
・
理
念
（
但　

理
念
は
「
学
制
」
の
「
前
文
」
で
は
な
く
、
大
木

喬
任
の
い
う
国
家
の
「
富
強
安
康
」）、
と
酷
似
し
て
い
る
事
に
改
め
て
知
ら
さ
れ
る
感
が
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
の
後
考
の
緻
密
な

考
究
を
た
だ
俟
つ
の
み
）。
今
は
、「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
世
界
主
要
国
の
学
制
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
の
が
使

命
の
田
中
不
二
麿
や
彼
を
助
け
た
新
島
が
、
こ
の
報
告
に
触
れ
た
痕
跡
は
未
見
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
お
く
（
英
訳
が
存
在
し
た
の

で
あ
る
か
ら
内
容
は
理
解
し
得
た
筈
）。
こ
の
報
告
を
読
み
「
学
制
」
に
反
映
さ
せ
得
る
人
物
が
四
年
十
二
月
二
・
三
日
に
任
命
さ

れ
た
学
制
取
調
掛
の
中
に
い
る
。
仏
語
に
堪
能
な
箕
作
麟
祥
と
河
津
裕
之
で
あ
る
。
こ
の
事
を
指
摘
し
て
お
く
事
と
す
る
。「
ク
ー

ザ
ン
報
告
」
に
て
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
の
卓
越
を
知
り
、
こ
れ
を
「
学
制
」
に
反
映
さ
せ
た
可
能
性
が
大
い
に
有
り
得
る
、
と
い
う
事

で
あ
る
。
然
も
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」（
教
育
条
項
）
訳
出
が
『
理
事
功
程
』
出
板
以
前
か
ら
「
学
制
」
編
成
の
参
酌
の

た
め
文
部
省
内
で
訳
出
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
有
り
得
る
、
と
記
し
て
お
く
。
前
述
、
大
木
喬
任
の
「
学
制
発
行
ノ
儀
伺
」
は

「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」
知
悉
の
上
の
可
能
性
大
で
あ
る
。

こ
れ
に
て
よ
う
や
く
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
（
本
を
辿
れ
ば
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」）、
の
特
質
を
見
事
に
分
析
抽
出
し
て
い

る
「
ク
ー
ザ
ン
報
告
」
に
言
及
す
る
を
得
た
。
こ
の
分
析
を
俟
た
ず
と
も
、
先
述
、
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
は
、
後
進
国
の
近
代
化
過
程



明
治
五
年
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
諸
問
題
―
同
志
社
英
学
校
を
中
心
に
―

五
三

の
典
型
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
明
治
新
政
権
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
典
型
な
ど
と
意
識
し
な
く
と
も
プ
ロ
イ
セ
ン
の
強
国
化
の

依
っ
て
来
た
る
処
を
知
れ
ば
当
然
、
徴
兵
制
と
い
い
、
就
学
義
務
と
い
い
プ
ロ
イ
セ
ン
を
モ
デ
ル
に
日
本
を
、
と
す
る
の
は
明
白
の

理
と
い
え
る
。
日
本
の
教
育
の
ド
イ
ツ
化
が
顕
著
と
な
る
前
か
ら
「
学
制
」
の
理
念
は
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
理
念
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
、
と
問
題
提
起
を
重
ね
て
し
て
お
く
（
御
批
正
俟
つ
次
第
で
あ
る
）。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

筆
者
私
事
に
て
、
資
料
の
確
認
等
に
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
小
枝
弘
和
・
布
施
智
子
（
在
任
中
）、
の
両
氏
に
は
親
身
の

御
世
話
に
相
成
っ
て
本
小
論
が
成
っ
た
事
を
記
し
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
編
纂
着
手
を
な
し
た
大
王
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
と
同
時
代
人
で
大
王
と
も
様
々
な
交
流
の

あ
っ
た
カ
ン
トIm

m
anuelK

ant,1724–1808.

の
『
啓
蒙
と
は
何
か
』„Beantw

ortungderFrage:W
asistA

ufklärung?“

啓
蒙
と
は
何
か
に
対
す
る
回
答
、
を
自
分
な
り
に
読
込
ん
で
、
軍
事
国
家
、
教
育
国
家
と
称
さ
れ
た
大
王
の
時
代
に
つ
い
て
カ
ン
ト

が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
、
又
、
後
に
、
デ
ィ
ル
タ
イW

ilhelm
D

ilthey,1833–1911.

が
、
こ
の
時
代
を
ど
う
見
て
い
た
か

を
、
も
う
少
し
掘
下
げ
て
み
た
か
っ
た
事
を
正
直
に
記
し
て
お
く
。

本
小
論
で
は
今
迄
と
異
り
、
抑
制
的
筆
致
で
な
い
評
論
家
的
論
調
の
部
分
も
あ
る
が
、
力
不
足
の
故
で
あ
る
。
御
許
し
を
願
う
次

第
で
あ
る
。
な
お
、「
…
ラ
ン
ト
法
」
に
つ
い
て
は
本
誌
第
三
十
九
号
の
拙
論
「
文
部
省
『
理
事
功
程
』
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ

ン
ト
法
」」
御
参
照
の
程
を
重
ね
て
記
さ
せ
て
頂
く
事
と
す
る
。
本
小
論
は
そ
の
続
き
で
あ
る
。

大
謝
。

令
和
元
年
十
月
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